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熊本国際空港株式会社
代表取締役社長 山川　秀明
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　台湾積体電路製造（ＴＳＭＣ）の菊陽町進出を機に、熊本―台湾間で人の往
来が活発化しています。阿蘇くまもと空港では昨年₉月に台北線が新規就航し、
スターラックス航空とチャイナエアラインの₂社乗り入れが実現。現在は週12
往復（スターラックス航空週₇往復、チャイナエアライン週₅往復）の運航で
す。インバウンドとアウトバウンドのいずれにおいても、高い搭乗率を維持し
ています。
　人の動きがあることで、熊本からすれば台湾、台湾からすれば熊本に対する
興味・関心の高まりも感じられます。この₁年を振り返ってみると、熊本と台
湾の商業施設などで就航先の地域をＰＲするイベントが開かれ、大きな注目を
集めました。当社もこうしたイベントに数多く参加。このうち熊本市で昨年秋
に開かれた「ＫＵＭＡＭＯＴＯ台湾祭」では、同じく出展していた台湾の航空
会社の担当者が「熊本の方がひっきりなしに声をかけてくださる。関心の高さ
に驚いています」と話していたのが印象的でした。
　こうした熱の高まりはなぜなのか―。そもそも熊本と台湾の文化には、共通
点が多いといわれています。中でも一番の共通点として私が感じているのは、
家族で行動を共にすることです。阿蘇くまもと空港に身を置いていると、家族
で飛行機に乗る人を見送ったり、出迎えたりしている姿をよく見かけます。搭
乗前に家族みんなで食事をする、熊本在住の祖父母が土産を買って孫に手渡す、
といったシーンもおなじみの光景です。県内各地の温泉施設によくある「家族
湯」の文化からも、家族の結び付きの強さを感じます。同じく台湾の方も、休
日には家族で観光や買い物に出かけ、団らんの時間を大切にしているように受
け止めています。
　₂月にあったＴＳＭＣ熊本工場の開所式で、創業者の張忠謀（モリス・チャ
ン）氏はこれまでを振り返り「人の才能という点で日本と台湾は似ていると気
づき、（中略）ファウンドリー事業を台湾でつくろうと思った」と語っていま
した。半導体生産において世界トップの規模と技術力を誇るＴＳＭＣの立ち上
げにあたり、張氏が日本の素地に台湾との共通点を見出していたことを知りま
した。今後は熊本と台湾の文化における近似性が、同社を含めた熊本地域の発
展を後押ししていくのではないでしょうか。
　文化的な近さのみならず、熊本の自然の豊かさ、食べ物のおいしさ、豊富な
水資源も、台湾から来られた方々の暮らしやすさを支えています。そして人や
物のリアルな動きを担う私たちも、安全・安心で快適な空港運営という重要な
役割を果たし、熊本地域の発展に貢献できるよう努力を積み重ねてまいります。
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